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◇ ９月25日に行われたスペインの地方議会選挙では、政権発足を目指す国民党が善戦した一方、政権発

足に反対する最大野党・社会労働党が惨敗。10月31日に政権発足期限が迫るなか、国民党政権の誕生

に追い風となりそうだ。再々選挙を回避できるかは、社会労働党が信任投票を棄権するか次第。 

 

◇ 社会労働党ではサンチェス党首への辞任要求が強まっている。28日には党役員会の過半数が辞任した

ことで、近く臨時会合を招集し暫定党首を指名する予定。暫定党首の下で国民党政権の誕生に協力す

る党の重大な方針転換が可能か、それが出来ない場合には10月31日の政権発足期限までに党大会を開

催して新党首の選出が可能かが、再々選挙を回避できるかの分かれ目となる。 

 

政権発足が難航するスペインでは、９月25日に行われたバスクとガリシアの州議会選挙で、国政レベル

で暫定政権を率いる中道右派の国民党（ＰＰ）が善戦した一方で、最大野党で中道左派の社会労働党

（PSOE）が惨敗を喫した（図表１）。2012年の前回の州議会選挙と比べると、国民党がバスク州で１議席

減らしたが、ガリシア州では前回と同議席を獲得して絶対過半数を確保した。社会労働党は前回選挙と比

べてバスク州で７議席、ガリシア州で４議席減らし、両州で新興左派のポデモス系政党の後塵を拝した。

こうした地方議会選挙の結果は、10月31日までの政権発足を目指す国民党にとって追い風となりそうだ。

バスク州を制した中道右派の地域政党・バスク人民党（EAJ/PNV）は過半数に９議席届かず、議会運営には

他党との連立や連携が必要となる。連立や閣外協力の候補としては、現在バスク人民党を閣外から支える

社会労働党、イデオロギーが一致する国民党、自治州の独立で一致するがイデオロギーが反する中道左派

の地域政党・バスク統一党（EH Bildu）の何れかに絞られよう。なお、左派系政党が総結集した場合も、

議会の過半数には１議席届かない。仮にバスク人民党と国民党が連立を組む場合、国政レベルでも国民党

政権の誕生に向けてバスク人民党が協力する可能性が出てくる。ただ、バスク人民党が国民党政権を信任

した場合も、政権発足に必要な過半数に１議席満たない（図表２）。やはり社会労働党が投票棄権に応じ

るかが、再々選挙を回避できるかの鍵を握る。 

その社会労働党では地方選の惨敗を受け、サンチェス党首への党内の風当たりが急速に強まっている。

同党首は９月26日に、政権発足期限が迫る10月23日に国民党政権への協力の是非を争点に党首選を行い、

それを踏まえて12月初旬に党大会を開き、そのまま再々選挙に臨む方針を突如表明した。引き続き自身が

政権を発足する機会を窺っている模様だが、その道のりは険しい。同日には社会労働党とポデモスが協力

して州議会を運営していたカスティーリャ・ラ・マンチャ州で、両党が連立を解消した。さらに、10月１

日に党首選の有無を話し合う社会労働党の党役員会が予定されていたが、28日に33名の役員会のうち17名

が辞任し、サンチェス党首に反旗を翻した。党の内規によれば、役員会の半数以上が辞任した場合には、
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臨時会合を召集して暫定党首を指名することになる。そのうえで党大会を開催し、正式に新党首を選出す

ることになる。暫定党首の下で国民党政権の誕生に協力する党の重大な方針転換が可能か、それが出来な

い場合には10月31日の政権発足期限までに新党首の選出が可能かが、再々選挙を回避できるかの分かれ目

となろう。時間との戦いとなるが、社会労働党の党首交代と投票棄権への方針転換で、国民党政権が誕生

する可能性が高まってきた。 

 

 

 

 

以上 

【バスク州議会選挙の結果（定数75議席）】
2012年 2016年 前回比

バスク人民党（EAJ/PNV） 27 29 2

バスク統一党（EH Bildu） 21 17 ▲ 4
ポデモス系政党（Elkarrekin Podemos） － 11 11
社会労働党（PSOE） 16 9 ▲ 7
国民党（PP） 10 9 ▲ 1
同盟・進歩・民主（UPyD） 1 － ▲ 1

【ガリシア州議会選挙の結果（定数75議席）】
2012年 2016年 前回比

国民党（PP） 41 41 0

ポデモス系政党（En Marea） － 14 14
社会労働党（PSOE） 18 14 ▲ 4
ガリシア民族ブロック（BNG） 7 6 ▲ 1
ガリシア左派選択肢（AGE） 9 － ▲ 9

出所：各州議会資料より第一生命経済研究所が作成

（図表１）スペインの自治州議会選挙の結果

【①：初回投票】 【初回投票での絶対過半数】
国民党（PP） 137 議席総数 350
市民（C's） 32 絶対過半数 176
カナリア人民党（CC-PNC） 1

170 【バスク人民党が棄権】
投票総数 345

【②：①にバスク人民党が合流】 単純過半数 173
国民党（PP） 137
市民（C's） 32 【カナリア人民党を除く全ての地域政党が棄権】
カナリア人民党（CC-PNC） 1 投票総数 326
バスク人民党（EAJ/PNV） 5 単純過半数 164

175
【社会労働党が棄権】

【③：②にカタルーニャの右派政党が合流】 投票総数 265
国民党（PP） 137 単純過半数 133
市民（C's） 32
カナリア人民党（CC-PNC） 1 【市民が棄権】
バスク人民党（EAJ/PNV） 5 投票総数 318
カタルーニャ民主統一（CDC） 8 単純過半数 160

183
【国民党が棄権】

【④：左派の連立政権】 投票総数 213
社会労働党（PSOE） 85 単純過半数 107
ポデモス連合（Unidos Podemos） 71

156 【市民と国民党が棄権】
投票総数 181

【⑤：④に左派の地域政党が合流】 単純過半数 91
社会労働党（PSOE） 85
ポデモス連合（Unidos Podemos） 71
カタルーニャ共和左派（ERC-CatSi） 9
バスク統一党（EH Bildu） 2

167

注：　　　　は政権発足できず、　　　　は政権発足可能な組み合わせ
出所：スペイン内務省資料より第一生命経済研究所が作成

（図表２）スペインの政権発足に必要な政党の組み合わせ


